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昭
和
五
十
五
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
あ

と
わ
ず
か
。

　
加
盟
団
体
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
事
務
総
局
は
、
当
面
す
る
問

題
に
一
つ
一
つ
全
力
投
球
を
続
け
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
一
年
中
あ
っ
た
。

　
今
年
は
特
に
、
同
和
対
策
特
別
委
員

会
、
機
構
改
革
特
別
委
員
会
、
全
軍
セ

ン
タ
ー
建
設
準
備
委
員
会
、
ル
ン
ビ
ニ

ー
開
発
準
備
委
員
会
の
四
つ
の
委
員
会

が
新
た
に
設
置
さ
れ
、
事
務
総
局
と
力

を
合
せ
て
問
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
く

れ
た
。

　
本
会
の
大
き
な
事
業
の
一
つ
で
あ
る

日
本
仏
教
徒
会
議
も
、
従
来
、
退
避
本

山
、
県
仏
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
て

き
た
も
の
を
、
本
年
は
、
事
務
総
局
が

主
催
し
、
加
盟
団
体
代
表
者
集
会
と
い

う
新
し
い
形
式
で
開
催
さ
れ
た
。

　
豊
か
な
国
の
貧
し
い
心
、
と
言
わ
れ

る
今
日
の
人
々
の
生
活
の
中
で
、
仏
教

者
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
今
後
ま
す

ま
す
重
大
で
あ
る
。

　
加
盟
団
体
の
叡
智
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
社
会
の
様
々
な
要
請
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
た
い
と
念
じ
て
い
る
。
い

ろ
い
ろ
試
行
錯
誤
も
あ
ろ
う
か
と
思
う

が
、
来
年
も
切
に
ご
挨
拶
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。
合
掌
（
1
）シリーズ⑧行

（高野山真言宗）行立
屯
、
㍉
ノ
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80
N
代
、
仏
教
の
在
り
方
を
さ
ぐ
る
…

　
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
十
一
月
一
日
置
第
二
十
七
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
（
加
盟
団
体
代

表
者
集
会
）
は
、
東
京
・
芝
の
浄
土
宗
大
本
山
増
上
寺
を
会
場
に
、
「
八
十
年
代
の
仏
教
開

発
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
全
日
本
仏
教
会
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
の
大
会

は
、
こ
こ
数
年
の
地
区
仏
教
会
主
催
の
大
会
と
違
っ
て
、
八
＋
年
代
を
含
め
て
未
来
社
会

の
目
標
設
定
の
た
め
に
、
自
か
ら
新
し
く
脱
皮
し
つ
つ
仏
教
の
真
髄
を
開
発
す
べ
く
、
討

議
を
中
心
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
。

鱒
春
窮
浩
大
会
長
の
あ
い
さ
つ

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
狙
下
出
席

　
大
都
会
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中

で
は
緑
の
木
々
が
目
立
つ
芝
公
園
。
そ
の
木
々

に
囲
ま
れ
た
増
上
寺
は
都
会
の
中
と
は
思
え
ぬ

宣
言
文
を
読
み
上
げ
る
白
川
部
会
長

ほ
ど
静
寂
で
あ
る
。
第
二
十
七
回
の
全
仏
大
会

は
こ
の
増
上
寺
大
殿
で
の
開
会
式
で
幕
を
明
け

た
。　
　
　
開
会
式
典

　
馬
場
庶
務
部
長
の
司
会
に
よ
り
、
ま
ず
加
藤

総
務
局
長
が
開
会
宣
言
。
増
上
寺
法
主
・
藤
井

実
応
台
下
（
全
仏
副
会
長
）
の
導
師
で
三
帰
依

文
唱
和
の
あ
と
、
両
三
正
浩
大
会
長
（
全
仏
理

灘
耀
汐

出
席
さ
れ
た
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
垂
下

事
長
）
が
「
八
十
年
代
に
お
け
る
仏
教
徒
の
指

針
と
な
る
よ
う
熱
心
な
る
討
議
を
希
望
す
る
」

と
挨
拶
。
つ
づ
い
て
来
賓
と
し
て
安
倍
政
調
会

長
、
石
橋
文
部
政
務
次
官
、
ネ
パ
ー
ル
大
使
が

挨
拶
の
あ
と
、
世
連
圏
の
招
請
で
前
日
来
日
さ

れ
た
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
現
下
が
出
席
し
「
世
界
平

和
実
現
の
た
め
に
は
心
の
平
和
が
必
要
で
、
現

代
の
社
会
に
は
仏
陀
の
教
え
が
最
も
必
要
で
あ

る
。
」
と
挨
拶
し
拍
手
を
あ
び
た
。

　
こ
の
あ
と
イ
ン
ド
の
カ
ル
カ
ッ
タ
市
長
の
紹

介
や
祝
電
の
披
露
が
あ
っ
て
式
を
閉
じ
た
。

　
　
　
総
　
　
会

　
会
場
を
大
殿
地
下
ホ
ー
ル
に
移
し
、
中
村
財

務
部
長
の
司
会
で
開
会
。
小
野
島
事
務
次
長
が

仮
議
長
と
な
っ
て
議
長
団
の
選
出
に
す
す
み
、

桜
井
大
乗
師
（
東
京
都
仏
理
事
長
）
、
貝
山
宣
泰

師
（
神
奈
川
観
仏
会
長
）
、
山
本
ス
ギ
氏
（
全
日

仏
婦
理
事
長
）
が
選
出
さ
れ
、
議
長
団
席
に
着

席
し
て
議
事
に
入
っ
た
。

　
ま
ず
大
会
幹
事
が
紹
介
さ
れ
、
幹
事
を
代
表

し
て
神
野
真
一
幹
事
長
が
挨
拶
。
つ
づ
い
て
勝

部
組
織
局
長
が
議
事
運
営
規
則
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
発
題
上
程
、
部
会
編
成
な
ど
の
説
明
を
行
な

い
、
小
野
島
次
長
よ
り
全
仏
事
務
報
告
、
田
代

組
織
部
長
よ
り
日
程
説
明
が
あ
っ
て
総
会
を
終

え
た
。
部
会
は
新
し
い
形
式
で

　
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

部
会
は
、
例
年
の
提
出
議
案
と
違
っ
て
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
を
と
り
、
各
部
会
と
も
問
題

提
起
者
の
発
題
と
、
上
程
さ
れ
た
意
見
発
題
を

基
と
し
て
討
議
さ
れ
た
。
（
別
掲
）

　
第
一
部
会
一
八
十
年
代
に
お
け
る
仏
教
の
理
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第
二
部
会
－
八
十
年
代
に
お
け
る
仏
教
教
化

　
　
　
　
　
　
の
具
体
策

　
第
三
部
会
－
八
十
年
代
に
お
け
る
仏
教
組
織

　
　
　
　
　
　
の
在
り
方

　
　
　
全
　
体
　
会

部
会
終
了
後
、
大
殿
地
下
ホ
ー
ル
に
移
っ
て

全
体
会
が
開
か
れ
、
・
磯
山
文
化
部
長
の
司
会
に

よ
り
、
柳
副
幹
事
長
の
開
会
の
辞
に
つ
づ
い
て

各
部
会
の
報
告
が
、
摩
尼
清
之
（
第
一
部
会
）

白
川
良
純
（
第
二
部
会
）
、
塩
入
亮
達
（
第
三
部

会
）
の
各
部
会
長
よ
り
な
さ
れ
た
。
次
に
宣
言

文
（
別
掲
）
の
発
表
が
あ
り
、
議
長
団
退
席
の

あ
と
、
真
渓
副
幹
事
長
の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て

全
体
会
を
終
了
。

塾
．
撃
議
、

一
撮
魏

騰
籔

仏
教
の
理
念
を
テ
ー
マ
に
第
一
部
会

譲鎌

　
　
　
閉
　
会
　
式

ひ
き
続
き
地
下
ホ
ー
ル
に
て
、
鎌
田
国
際
部

長
の
司
会
に
よ
り
、
ま
ず
鱒
淵
大
会
長
が
挨
拶

し
た
あ
と
、
前
回
開
催
の
茨
城
県
仏
教
会
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
大
越
会
長
が
受
け
た
。
次

回
の
開
催
に
つ
い
て
小
野
島
次
長
よ
り
発
表
が

あ
り
、
第
二
十
八
回
大
会
も
全
日
本
仏
教
会
の

主
催
で
行
な
う
が
場
所
は
未
定
で
あ
る
。
つ
づ

い
て
参
加
者
を
代
表
し
て
正
本
乗
光
師
（
全
日

仏
青
）
が
挨
拶
、
五
島
宗
親
師
が
万
歳
を
三
唱

し
、
安
本
国
際
文
化
局
長
の
閉
会
の
辞
を
も
っ

て
す
べ
て
の
行
事
を
終
了
し
た
。

　
第
一
部
会
は
、
摩
尼
清
之
部
会
長
、
西
村
輝

成
副
部
会
長
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
、
ま
ず
、

問
題
提
起
者
の
真
渓
義
貫
氏
が
“
八
十
年
代
に

お
け
る
仏
教
の
理
念
”
を
テ
ー
マ
に
「
自
然
科

学
の
発
達
と
は
反
対
に
人
類
の
未
来
は
不
安
ば

か
り
で
あ
り
、
諸
外
国
に
お
い
て
も
、
人
類
に

と
っ
て
悲
観
的
な
材
料
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
が

提
示
さ
れ
て
い
る
。
自
然
科
学
や
生
命
科
学
の

発
展
が
み
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
未
来
社

会
の
目
標
を
設
定
す
る
原
理
で
は
な
い
。
つ
ま

り
科
学
の
発
展
を
充
分
認
識
し
た
う
え
で
、
未

来
社
会
に
果
す
仏
教
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

今
こ
そ
仏
教
再
開
発
の
理
念
確
立
が
必
要
で
あ

る
。
」
と
述
べ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
発
進
に
対
し
、
科
学
技
術
と
仏

教
と
の
関
係
や
、
堕
胎
・
人
工
授
精
な
ど
の
問

題
に
対
す
る
仏
教
側
の
対
処
な
ど
に
つ
い
て
熱

心
な
討
議
が
な
さ
れ
た
が
、
特
に
堕
胎
な
ど
の

問
題
で
「
他
宗
教
が
中
絶
反
対
運
動
に
取
り
組

む
中
に
お
い
て
、
仏
教
界
は
水
子
供
養
を
行
っ

て
い
る
だ
け
だ
」
と
の
厳
し
い
批
判
も
な
さ
れ

た
。　
そ
の
他
に
、
近
代
仏
閣
の
壬
生
照
順
師
よ
り

「
核
兵
器
廃
絶
と
軍
備
全
廃
を
め
ざ
す
平
和
理

念
の
確
立
を
し
よ
う
」
と
の
意
見
標
題
が
あ
り

参
加
者
一
同
は
、
国
際
情
勢
を
考
え
、
よ
り
一

層
核
兵
器
に
反
対
し
、
科
学
の
発
達
に
よ
る
恐

ろ
し
さ
、
人
間
を
わ
す
れ
る
こ
と
に
対
し
、
新

し
い
仏
教
の
方
便
を
考
え
、
こ
れ
ら
の
危
機
に

た
ち
む
か
う
こ
と
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

　
（
助
言
者
）
美
濃
部
薫
一
、
山
本
ス
ギ
、
井

上
日
宏
、
佐
伯
真
光
、
武
藤
義
一

教
化
の
具
体
策
を
練
る
第
二
部
会
　
　
　
　
　
べ
き
こ
と
は
、
第
一
に
高
学
歴
社
会
で
あ
る
。

灘
羅
㌧

日
蔭
犠

　
白
川
良
純
部
会
長
、
新
井
智
清
里
部
会
長
に

よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
た
第
二
部
会
は
、
ま
ず
、

松
涛
弘
道
氏
が
“
八
十
年
代
に
お
け
る
仏
教
教

化
の
具
体
策
”
の
テ
ー
マ
で
閤
題
提
起
と
し
て

「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
、
日
本
仏
教
徒
が
対
す

世
界
最
高
の
進
学
率
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が

宗
教
教
育
を
受
け
て
い
な
い
。
教
化
策
と
し
て

仏
教
を
知
ら
し
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
第

二
に
は
高
年
齢
社
会
の
到
来
で
、
後
半
生
の
満

足
の
た
め
に
は
若
年
か
ら
の
仏
教
生
活
が
な
く

て
は
な
ら
な
い
」
と
の
提
言
を
ふ
ま
え
、
同
氏

は
十
二
年
間
の
海
外
生
活
の
経
験
を
も
と
に
し

て
「
南
方
仏
教
の
戒
律
な
ど
も
考
え
た
上
で
、

日
本
仏
教
の
問
題
点
に
注
意
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
仏
教
徒
が
日
本
語
だ
け
で
は
間
に
合
わ

な
い
時
代
に
き
て
い
る
」
と
、
日
本
仏
教
の
欠

点
を
人
材
の
養
成
、
教
学
の
確
立
、
伝
道
手
段

の
確
立
な
ど
に
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　
こ
の
あ
と
質
疑
に
入
り
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
惨

情
報
告
や
、
地
域
に
根
を
お
ろ
し
た
布
教
の
具

体
例
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
、
ま
た
「
寺
を
明
る

く
す
る
努
力
が
必
要
」
、
「
仏
教
に
対
す
る
偏
見

が
多
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
な
お
平

和
懇
願
会
の
山
崎
良
順
師
よ
り
「
平
和
同
職
会

に
於
け
る
教
化
活
動
の
具
体
策
」
の
意
見
発
題

も
行
な
わ
れ
た
。

　
（
助
言
者
）
若
林
隆
光
、
奈
良
康
明
、
花
山

勝
友
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第
三
部
会
は
、
塩
入
亮
達
部
会
長
、
永
倉
嘉

文
副
部
会
長
の
も
と
“
八
十
年
代
に
お
け
る
仏

教
組
織
の
在
り
方
”
を
テ
ー
マ
に
進
行
。
ま
ず

問
題
提
起
者
の
松
野
純
孝
氏
が
「
釈
迦
の
仏
教

教
団
は
五
人
比
丘
の
帰
依
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

五
人
と
い
う
数
は
組
織
づ
く
り
の
基
本
だ
と
思

う
。
ど
の
よ
う
な
五
人
組
に
す
る
か
と
い
う
と

ま
ず
家
族
か
ら
が
よ
い
。
こ
れ
を
出
発
点
に
サ

ン
ガ
と
か
教
団
を
考
え
る
と
、
現
在
は
あ
ま
り

に
も
仏
教
組
織
に
頼
り
す
き
て
い
る
。
現
代
の

世
俗
社
会
の
仏
教
を
分
析
し
、
寺
檀
制
度
か
ら

体
形
を
一
般
化
し
、
権
威
主
義
、
民
主
主
義
で

は
仏
教
教
団
の
機
能
は
低
下
す
る
一
方
で
は
な

い
か
」
と
述
べ
た
。

組
織
の
在
り
方
を
追
求
の
第
三
部
会

　
ま
た
埼
玉
県
仏
の
北
之
内
真
理
師
が
「
仏
教

組
織
の
在
り
方
」
と
し
て
、
同
県
仏
の
僧
俗
一

体
と
な
っ
た
活
動
の
組
織
上
の
成
功
例
の
意
見

発
題
や
、
全
日
仏
青
の
正
本
乗
光
師
の
「
仏
教

徒
に
よ
る
国
際
奉
仕
機
関
を
設
立
し
救
援
寄
金

を
設
置
し
よ
う
」
と
の
意
見
発
題
で
、
板
仏
青

の
難
民
キ
ャ
ン
プ
現
況
報
告
な
ど
か
ら
、
国
際

救
援
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
い
つ
で
も
ボ
ラ
ン

劉
劉
翻
翻
劉

一結

`
腰
暗
紅
朧
咽
醸

…
薙
「
り
鋸
髪
難
い
醜
婦

テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
提
案
が
な

さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
閤
題
提
起
、
意
見
発
題
を
ふ
ま
え

て
、
各
分
野
か
ら
の
助
言
者
や
参
加
者
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
仏
教
組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
熱

心
に
討
議
さ
れ
た
。

　
（
助
言
者
）
山
口
貴
美
子
、
桜
井
大
乗
、
小

峰
令
丸
、
佐
藤
泰
淳
、
樋
口
道
治
、
若
染
一
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
一
1
一
・
一
§
・
…
1
一
…
一
　
　
　
　
韮
一
諺
語
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
処
k
八
＋
年
代
を
含
め
た
黍
に
お
け
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
人
間
社
会
の
明
確
な
目
標
設
定
の
た
め
に
綴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
努
力
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
わ
が
国
の
内
外
に
お
け
夜
仏
教
に
　
　

　
を
自
覚
し
仏
教
の
原
点
に
立
ち
帰
っ
て
現
下
　
変
革
に
応
じ
て
在
家
に
お
け
る
教
化
の
実
が

　
の
諸
問
題
解
決
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
も
つ
　
上
っ
て
い
る
か
等
の
諸
問
題
を
踏
ま
え
て
、

　
て
世
界
の
平
和
と
人
類
の
福
祉
に
貢
献
せ
ん
　
　
仏
教
組
織
の
在
り
方
に
検
討
を
重
ね
、
清
新

…
大
…
会
…
余
…
談
…

　
▼
快
晴
の
秋
空
に
も
の
す
ご
い
黒
煙
。
そ
れ

と
と
も
に
、
ウ
ー
カ
ン
カ
ン
の
消
防
車
の
サ
イ

レ
ン
。
参
加
者
一
同
は
上
空
に
上
が
る
黒
煙
を

み
る
ば
か
り
で
、
「
こ
り
や
大
変
だ
ぞ
」
。
地
方

大
会
で
は
花
火
で
大
会
を
盛
り
あ
げ
た
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
第
二
十
七
回
大
会
は
火
事
の
煙
が

開
会
の
合
図
に
な
っ
た
。
（
写
真
）

　
▼
開
会
式
に
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
硯
下
が
出
席
。

急
の
出
席
の
た
め
参
加
者
席
に
一
瞬
の
ザ
ワ
メ

キ
。
報
道
関
係
も
多
く
大
会
が
賑
わ
っ
た
。

　
▼
来
日
中
の
イ
ン
ド
・
カ
ル
カ
ッ
タ
市
長
も

急
に
出
席
。
開
会
式
で
ご
紹
介
だ
け
と
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
挨
拶
。
人
手
不
足
に
よ
る
ハ
プ
ニ

ン
グ
で
あ
っ
た
。

　
▼
人
手
不
足
と
い
え
ば
、
今
大
会
は
予
算
も

ギ
リ
ギ
リ
。
そ
こ
で
事
務
総
局
の
部
長
、
主
事

の
奥
様
も
応
援
に
か
け
つ
け
て
案
内
や
ら
接
待

や
ら
と
大
変
で
し
た
。

　
▼
全
仏
主
催
と
い
う
こ
と
で
、
組
織
部
の
柴

主
事
が
大
奮
闘
。
今
年
入
っ
た
ば
か
り
な
の
で

大
会
も
は
じ
め
て
。
連
日
、
先
輩
に
お
こ
ら
れ

な
が
ら
も
夜
遅
く
ま
で
準
備
し
、
大
会
当
日
に

は
数
キ
ロ
や
せ
た
と
の
こ
と
。
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。

一4一
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第
2
7
回
大
会
を
終
っ
て

　
“
八
十
年
置
の
仏
教
開
発
”
を
テ
ー
マ
に
、

第
二
十
七
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
が
加
盟
団
体

代
表
者
集
会
と
し
て
、
初
め
て
の
形
で
開
催
さ

れ
た
。
全
国
よ
り
各
宗
派
、
県
仏
、
諸
団
体
の

代
表
者
に
ご
参
集
い
た
だ
き
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

形
式
の
討
議
が
な
さ
れ
、
無
事
に
終
了
し
ま
し

た
こ
と
は
、
酬
え
に
実
行
委
員
の
方
々
、
あ
る

い
は
増
上
寺
さ
ん
な
ど
関
係
各
位
の
御
支
援
と

ま
ず
も
っ
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
大
会
は
、
加
盟
団
体
代
表
者
集
会
と
謳
っ

て
い
る
如
く
、
過
去
二
十
六
回
の
大
会
と
は
そ

の
趣
き
を
異
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
回

よ
り
十
回
ま
で
は
各
大
本
山
を
会
場
に
、
ま
た

そ
の
後
の
大
会
は
地
域
仏
教
会
に
よ
り
地
方
色

を
出
し
た
盛
大
な
大
会
が
開
催
さ
れ
て
き
た
。

し
か
る
に
今
回
全
仏
が
単
独
で
主
催
す
る
に

至
っ
た
背
景
は
種
々
あ
る
に
せ
よ
（
開
催
す
る

県
仏
が
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
と
し
て
）
、
そ
れ

と
同
時
に
、
経
費
が
多
く
か
か
る
大
会
を
見
直

し
、
ま
た
内
容
あ
る
討
議
を
重
ね
、
加
盟
諸
団

体
に
直
接
、
あ
る
い
は
間
接
的
に
反
映
さ
せ
る

べ
き
で
あ
る
と
の
声
に
こ
た
え
る
べ
き
こ
と

も
、
全
島
が
主
催
す
る
理
由
で
あ
り
、
今
後
の

大
会
の
在
り
方
を
も
示
唆
す
べ
き
大
会
で
も
あ

っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
故
に
、
各
加
盟
団
体
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

代
表
者
を
ご
推
薦
い
た
だ
き
、
規
模
の
大
き
さ

よ
り
も
内
容
の
充
実
を
、
理
想
的
な
問
題
よ
り

も
具
体
的
な
問
題
を
、
と
の
二
面
に
重
点
が
置

か
れ
て
開
催
さ
れ
た
。

　
大
会
を
終
え
て
、
す
ぐ
全
体
的
な
評
価
を
下

す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
「
規
模
よ
り
内
容

面
」
と
い
う
こ
と
で
は
、
ま
ず
ま
ず
で
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
る
。
し
か
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

形
式
に
お
い
て
「
よ
り
具
体
策
を
提
起
し
、
も

っ
と
実
践
的
な
話
し
合
い
を
」
、
「
単
な
る
話
し

合
い
だ
け
で
は
意
味
が
な
い
」
な
ど
の
意
見
を

生
か
し
、
全
仏
主
催
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
そ

の
立
場
を
よ
り
鮮
明
に
し
、
組
織
の
強
化
・
運

営
に
と
た
ず
さ
わ
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

も
痛
感
し
ま
し
た
。

　
明
年
の
大
会
も
、
今
回
と
同
形
式
に
て
開
催

の
方
向
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
反
省
点
と
と
も

に
、
生
々
し
い
諸
問
題
に
も
当
面
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
複
雑
化
す
る
社
会
に
あ

っ
て
、
今
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
“
八
十
年
代

の
仏
教
開
発
”
が
生
か
さ
れ
る
よ
う
真
剣
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
大
会
を
終
え
、
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に

よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
組
織
部
）

仏
三
階
が
主
催

　
仏
教
英
語
研
究
会
（
仏
英
研
）
で
は
、
左

記
要
項
に
て
、
第
二
回
英
語
に
よ
る
仏
教
研

究
発
表
会
を
開
催
す
る
。
こ
の
大
会
は
、
研

究
お
よ
び
紹
介
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
日

本
文
化
、
特
に
仏
教
を
英
語
を
通
し
て
考
え

る
よ
い
機
会
で
す
。
大
会
の
出
場
者
を
広
く

募
っ
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご
応
募
し
て
下

さ
い
。

　
　
　
　
記

日
時
昭
和
五
十
六
年
二
月
二
十
一
日

　
　
　
　
午
後
一
時
半
よ
り
五
時
ま
で

会
　
場
　
六
本
木
　
国
際
文
化
会
館

テ
ー
マ
　
仏
教
、
ま
た
は
日
本
文
化
と
仏
教

回
英
語
弁
論
大
会

　

第
出
場
者
を
募
集

　
　
　
　
に
関
す
る
も
の
。
標
題
自
由

資
格
特
に
定
め
な
い

参
加
費
　
千
円
（
当
日
会
場
に
て
）

発
　
表
　
英
語
に
よ
り
七
分
以
内

申
込
み
　
一
月
末
日
ま
で
に
レ
ジ
メ
を
添
え

　
　
　
　
て
事
務
所
へ
郵
送
の
こ
と
。

事
務
所
　
東
京
都
新
宿
区
新
小
川
町
3
の
1
7

　
　
　
牛
込
グ
レ
ー
ス
マ
ン
シ
ョ
ン
五
〇
一

　
　
　
　
電
話
〇
三
－
二
六
七
一
九
五
六
一

　
※
一
般
の
方
、
あ
る
い
は
外
国
人
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
推
薦
下
さ
い
。

賞
品
多
数
あ
り
。
審
査
員
は
同
会
理
事
、
講

師
先
生
方
。
交
通
費
自
弁
。

参
加
資
格
は
自
由

本誌読者特別価格
画圃虚＼　　　　￥99，000

8ミリカラー・スコープ120分￥110，000
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●

組
織
、
財
政
の
悩
み
目
立
つ

増上寺で開かれた都道府県下代表者会議

　
第
二
十
七
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
前
日
の
十

月
三
十
一
日
、
午
後
四
時
よ
り
増
上
寺
南
側
信

徒
控
室
に
、
十
九
都
府
県
仏
の
代
表
が
参
集
し

都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
が
開
か
れ
た
。

会
議
は
小
野
島
次
長
の
三
帰
依
文
唱
和
の
あ

と
、
勝
部
組
織
局
長
が
挨
拶
、
座
長
に
神
奈
川

県
仏
・
貝
山
宣
泰
会
長
を
選
出
し
て
議
事
に
入

り
、
熱
心
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。

一、

e
県
仏
事
業
報
告

【
青
森
】
県
内
各
市
仏
の
活
動
が
盛
ん
で
、
花

ま
つ
り
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
八

戸
・
弘
前
市
な
ど
は
盛
大
に
行
な
わ
れ
る
。

【
岡
山
】
宗
教
法
人
の
研
修
、
花
ま
つ
り
の
助

成
や
、
日
中
仏
教
文
化
交
流
の
計
画
も
あ
る
。

【
岩
手
】
広
い
県
な
の
で
県
仏
と
し
て
の
活
動

は
む
ず
か
し
い
。
明
年
の
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

は
岩
手
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

【
栃
木
】
仏
教
講
演
会
を
開
催
し
好
評
で
あ
っ

た
。
【
茨
城
】
昨
年
の
大
会
を
契
機
と
し
て
仏
国
、

仏
青
を
組
織
し
て
活
動
し
て
い
る
。
戦
跡
巡
拝

慰
霊
を
行
っ
た
。

【
東
京
】
五
十
余
の
仏
教
会
が
あ
る
の
で
悩
み

は
っ
き
な
い
。
事
務
局
は
連
絡
所
と
し
て
多
忙

す
ぎ
る
。
成
道
会
な
ど
が
活
動
の
中
心
。

【
神
奈
川
】
大
本
山
ク
ラ
ス
が
た
く
さ
ん
あ
る

が
県
仏
と
融
合
し
て
や
っ
て
い
る
。
成
道
会
な

ど
を
盛
大
に
や
っ
て
い
る
。

【
埼
玉
】
財
団
法
人
と
な
っ
て
お
り
、
職
員
も

や
と
っ
て
い
る
。
県
仏
教
徒
大
会
を
開
催
、
機

関
紙
年
四
回
発
行
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
組

織
の
和
を
広
げ
る
こ
と
。

【
山
梨
】
細
々
と
し
た
活
動
を
し
て
い
る
。
今

後
は
組
織
の
拡
充
に
力
を
い
れ
た
い
。
現
在
名

簿
を
作
成
中
。

【
山
形
】
十
周
年
大
会
を
盛
大
に
行
な
っ
た
。

会
費
未
納
寺
院
は
一
力
寺
も
な
い
。
地
元
T
V

局
と
番
組
提
供
を
計
画
中
で
あ
る
。

【
静
岡
】
会
報
の
発
行
、
慰
霊
法
要
な
ど
。
仏

婦
の
活
動
に
力
を
い
れ
て
い
る
。
他
は
市
仏
・

郡
仏
の
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
。

【
京
都
】
大
変
寺
院
数
も
多
く
活
動
が
む
ず
か

し
い
。
財
政
面
で
非
常
に
苦
労
が
多
い
。

【
香
川
】
花
ま
つ
り
を
中
心
に
活
動
。
ま
た
同

和
問
題
、
慰
霊
法
要
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、
実
務

研
修
な
ど
行
な
っ
た
。

【
滋
賀
】
財
政
は
困
難
。
撫
仏
と
し
て
の
活
動

も
細
々
と
や
っ
て
い
る
。

【
岐
阜
】
檀
信
徒
会
は
十
五
万
世
帯
で
年
々
活

発
に
活
動
し
て
い
る
。

　
【
和
歌
山
】
広
い
の
で
充
分
連
絡
が
い
き
と

ど
か
な
い
。
県
仏
ニ
ュ
ー
ス
を
創
刊
。
中
国
も

訪
問
し
た
。

【
群
馬
】
厚
生
保
護
会
が
大
き
な
仕
事
と
な
っ

て
い
る
。
機
関
紙
年
一
面
。

　
以
上
の
よ
う
な
報
告
が
な
さ
れ
た
が
、
一
部

を
の
ぞ
い
て
、
組
織
上
の
問
題
点
や
、
財
政
面

の
悩
み
を
か
か
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
一
、
次
期
全
一
大
会
に
つ
い
て

　
次
期
大
会
も
全
量
主
催
で
開
催
す
る
方
向
が

了
承
さ
れ
た
。

　
一
、
そ
の
他

　
全
仏
の
各
部
長
よ
り
、
機
構
改
革
委
員
会
、

靖
国
問
題
、
全
仏
誌
、
W
F
B
大
会
、
同
和
問

題
委
員
会
、
税
務
対
策
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が

な
さ
れ
た
。

…
全
仏
輪
袈
裟
…

　
　
　
こ
げ
茶
、
法
輪
マ
ー
ク
付
き

　
　
　
　
　
　
　
￥
一
、
五
〇
〇
円

…
法
輪
バ
ッ
チ
…

　
　
　
　
　
　
　
径
一
㎝
、
ネ
ジ
式

　
　
　
　
　
　
　
￥
一
、
○
○
○
円

…
日
の
丸
・
仏
旗
バ
ッ
チ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会
総
務
局

難
民
救
援
寄
金

静
岡
県
仏
教
会

浄
土
宗
踏
青

高
野
山
真
言
宗

埼
玉
県
仏
教
会

香
川
県
仏
教
会

千
葉
県
仏
教
会

岐
阜
県
下
教
会

日
蓮
宗

小
樽
市
仏
教
会

本
昌
寺
同
朋
会

、　、、、
　
五
六
、

二
六
四
、

○
○
○
、

一
八
七
、

五
二
四
、

三
一
八
、

二
九
六
、

○
○
○
、

二
七
八
、

　
一
三
、

浄
土
宗
栃
木
教
区
寺
庭
婦
人
会
九
、

金
蔵
院
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
、

中
村
宗
四
郎
　
　
　
　
　
　
一
〇
、

　
　
　
　
総
計
　
　
九
、
〇
七
五
、

六
四
〇
円

三
一
一
円

○
○
○
円

七
四
五
円

三
三
八
円

○
○
○
円

五
〇
〇
円

○
○
○
円

五
七
二
円

五
〇
〇
円

三
〇
〇
円

陣
〇
〇
円

○
○
○
円

四
〇
六
円

一6一

翼屯・蠕一限陥細田拠点　．r7



c
．
一

　
逼

昭和55年12月1日
全　　　　　仏
第3種郵便物認可

…
仏
…
理
事
会
、
評
議
員
会
ひ
ら
く

…
全
…
　
　
　
　
負
担
会
算
定
方
式
変
更
な
ど
審
議

　
全
日
本
仏
教
会
の
理
事
会
、
評
議
員
会
は
、

十
一
月
十
一
日
午
後
一
時
よ
り
、
東
京
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
鱒
淵
理
事
長

と
加
藤
総
務
局
長
挨
拶
の
あ
と
、
評
議
員
会
の

議
長
に
別
所
弘
因
師
、
理
事
会
の
議
長
に
鱒
淵

正
浩
師
を
選
出
し
両
議
長
挨
拶
。
次
い
で
議
事

録
署
名
委
員
に
、
評
議
員
会
は
来
山
泰
龍
師
、

畑
直
孝
師
。
理
事
会
は
土
持
良
栄
師
、
阿
部
博

邦
師
を
指
名
し
、
両
会
共
通
議
案
の
た
め
合
同

で
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
昭
和
五
十
六
年
度
加
盟
宗
派

負
担
金
算
定
方
式
変
更
に
と
も
な
う
昭
和
五
十

開
か
れ
た
全
野
の
理
事
会
、
評
議
員
会

六
年
度
全
仏
予
算
の
編
成
方
針
に
つ
い
て
」

　
担
当
局
長
、
部
長
よ
り
事
務
局
案
の
説
明
を

う
け
質
疑
応
答
の
う
え
、
算
定
方
式
は
了
承
。

都
道
府
県
仏
の
負
担
金
は
今
後
研
究
す
る
。
予

算
は
次
回
理
事
会
、
評
議
員
会
に
提
出
す
る
。

　
議
案
第
二
号
「
山
形
県
仏
教
会
理
事
登
格
に

つ
い
て
」

　
担
当
局
長
、
部
長
よ
り
説
明
し
承
認
。

　
報
告
事
項
①
「
全
仏
セ
ン
タ
ー
建
設
現
況
報

告
に
つ
い
て
」

　
報
告
事
項
②
「
機
構
改
革
特
別
委
員
会
報
告

に
つ
い
て
」

　
報
告
事
項
③
「
同
和
問
題
そ
の
後
の
報
告
に

つ
い
て
」

　
報
告
事
項
④
「
第
二
十
七
回
全
日
本
仏
教
徒

会
議
報
告
に
つ
い
て
」

　
報
告
事
項
⑤
「
ス
リ
ラ
ン
カ
首
相
一
行
歓
迎

会
に
つ
い
て
」

　
報
告
事
項
⑥
「
靖
国
神
社
法
案
に
つ
い
て
」

　
報
告
事
項
⑦
「
W
F
B
大
会
に
つ
い
て
」

　
報
告
事
項
⑧
「
ル
ン
ビ
ニ
開
発
推
進
に
つ
い

て
」

5
墨
り
墨
皿
6
轟
U
邑
一
A
U
墨
⑰
濫
一
U
濫
、
一
墨
苓
轟
U
轟
り
邑
一
▲
一
濫
』
▼

機
構
改
革
委
員
会
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
・
智
積
院
で

第
七
回
機
構
改
革
特
別
委
員
会
は
、
十
月
二

十
三
日
午
後
一
時
よ
り
、
京
都
・
智
積
院
に
て

開
催
さ
れ
、
日
野
事
務
総
長
挨
拶
の
あ
と
、
議

長
に
伊
東
委
員
を
選
出
し
て
議
事
に
入
っ
た
。

　
一
、
前
回
委
員
会
の
経
過
報
告

　
一
、
寄
付
行
為
の
第
二
十
五
条
、
二
十
六
条

の
検
討
に
つ
い
て

　
両
条
に
つ
い
て
は
こ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
が

委
任
、
委
任
状
の
解
釈
な
ど
に
つ
い
て
、
付
則

と
し
て
左
記
の
通
り
明
確
に
す
る
。

　
イ
、
委
任
状
の
範
囲
は
、
事
前
に
通
知
し
て

あ
る
議
題
に
関
す
る
議
決
に
の
み
委
任
。

　
ロ
、
委
任
者
の
範
囲
は
、
出
席
の
理
事
、
理

事
長
（
常
務
理
事
会
に
お
い
て
は
常
務
理
事
、

ま
た
は
理
事
長
）

　
ハ
、
決
議
権
の
問
題
は
、
理
事
、
常
務
理
事

以
外
に
は
な
い
。

　
二
、
発
言
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
代
理
者
の

発
言
は
原
則
的
に
認
め
な
い
。
理
事
長
が
発
言

を
求
め
る
場
合
も
あ
る
。

　
一
、
そ
の
他

　
中
間
答
申
以
後
に
審
議
し
て
き
た
結
論
を
次

の
理
事
、
評
議
員
会
へ
答
申
す
る
。
答
申
書
は

弁
護
士
、
文
化
庁
と
も
相
談
し
作
製
す
る
。

　
【
出
席
者
】
堀
井
隆
俊
、
可
児
光
永
、
岩
脇

宏
信
、
伊
東
康
雄
、
北
村
章
道

　
同
和
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
二
議
題
に
つ
き
審
議

第
六
回
同
和
特
別
委
員
会
は
、
十
一
月
六
日

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
門
徒
会
館
に
お
い
て
開
か

れ
た
。

　
一
、
国
際
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
十
二
月
四
日
～
十
二

日
ま
で
国
際
人
権
規
約
大
阪
府
民
会
議
の
主
催

で
、
大
阪
・
東
京
で
開
催
さ
れ
る
。
全
仏
も
そ

の
実
行
委
員
と
し
て
、
期
間
中
の
六
日
、
八
日

十
日
の
大
阪
と
、
十
二
日
の
東
京
に
動
員
依
頼

が
あ
り
協
議
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
大

阪
集
会
は
、
京
都
、
大
阪
近
郊
の
宗
派
、
東
京

集
会
は
東
京
近
郊
の
宗
派
に
協
力
依
頼
を
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
、
ガ
ー
ル
ド
氏
の
特
別
講
演
に
つ
い
て

　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
師
と
し
て
来
日
す
る

イ
ン
ド
の
ガ
ー
ル
ド
氏
（
ジ
ャ
ワ
ハ
ラ
ル
・
ネ

ー
ル
法
科
大
学
長
）
の
特
別
講
演
会
に
つ
い
て

協
議
し
、
同
氏
が
十
二
月
二
日
来
日
が
決
定
し

た
の
で
翌
三
日
の
午
後
一
時
よ
り
、
京
都
「
平

安
会
館
」
に
て
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、
自
由

参
加
の
型
で
、
全
盤
、
各
宗
門
よ
り
呼
び
か
け

る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
講
演
後
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
懇
親
会
な
ど
に
つ
い
て
も
協
議

さ
れ
た
。

　
【
出
席
者
】
小
泉
宗
和
、
可
児
光
永
、
久
保

井
恭
彦
、
松
本
健
雄
、
近
藤
玄
鶴
、
小
川
又
信

岸
融
証
、
清
胤
徹
昭
、
堀
井
隆
俊
、
竹
田
英
宣

蓮
池
瑞
旭
、
三
神
栄
隆

　
国
際
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
案
内

　
「
戦
争
と
差
別
」
に
反
対
し
、
部
落
差
別
を

は
じ
め
と
す
る
一
切
の
差
別
の
撤
廃
を
求
め
る

あ
ら
ゆ
る
人
々
が
結
集
し
、
世
界
で
初
め
て
の

「
国
際
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
外
国
か
ら
の
招
待
講
師

等
と
と
も
に
、
十
二
月
六
日
、
八
日
、
十
日
は

大
阪
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
十
二
日
に
は
東
京

で
東
京
集
会
が
開
か
れ
ま
す
。
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第
2
7
回

全
日
本
仏
教
婦
人
大
会

．
心
の
里
親
運
動
〃
を
目
標
に

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
（
全
日
仏
婦
）
で
は

全
仏
大
会
の
一
翼
を
に
な
う
べ
く
、
大
会
前
日

の
十
月
三
十
一
日
午
後
一
時
よ
り
大
本
山
増
上

寺
に
お
い
て
「
第
二
十
七
回
全
日
本
仏
教
婦
人

大
会
」
を
盛
大
に
開
催
し
た
。

　
今
年
度
は
、
全
仏
教
婦
人
の
総
力
を
結
集
し

共
に
生
き
生
か
さ
れ
る
命
の
尊
さ
を
全
世
界
の

幼
い
生
命
に
よ
び
か
け
る
“
心
の
里
親
運
動
”

の
展
開
に
目
標
を
お
い
て
開
か
れ
た
。

　
第
一
部
の
法
要
・
法
話
は
、
増
上
寺
・
藤
井

実
応
台
下
の
導
師
、
尼
僧
法
団
の
式
衆
に
よ
っ

て
厳
修
さ
れ
、
こ
の
あ
と
藤
井
台
下
よ
り
“
と

も
に
生
き
る
喜
び
”
の
法
話
が
あ
っ
た
。

　
第
二
部
は
、
山
本
ス
ギ
理
事
長
の
挨
拶
に
つ

づ
い
て
基
調
講
演
が
行
な
わ
れ
、
戦
火
の
カ
ン

ボ
ジ
ア
よ
り
奇
跡
の
帰
国
を
さ
れ
た
内
藤
泰
子

さ
ん
が
「
共
に
生
き
る
」
と
の
題
で
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
悲
惨
な
現
状
や
共
に
生
き
る
喜
び
な
ど

を
語
り
、
参
加
者
は
胸
う
た
れ
る
も
の
が
あ
っ

た
。
こ
の
あ
と
討
議
に
入
り
“
心
の
里
親
”
運

「
2
ー
ー
…
一
…

ψゆ

～
表
紙
の
写
真

…
　
1
1
「
滝
行
嚢

17

動
に
つ
い
て
意
見
が
だ
さ
れ
、
「
ア
ジ
ア
諸
地
域

に
お
け
る
多
く
の
母
親
た
ち
は
、
幼
い
生
命
を

充
分
は
ぐ
く
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ

の
母
親
を
通
し
て
、
子
供
一
人
ひ
と
り
の
心
の

里
親
と
な
り
、
援
助
の
手
を
さ
し
の
べ
な
く
て

は
い
け
な
い
」
な
ど
の
話
し
合
い
が
な
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
イ
ン
ド
舞
踊
、
祝
電
披
露
、
仏
婦

の
歌
合
唱
な
ど
が
あ
り
終
了
。
地
方
か
ら
の
参

加
も
多
く
盛
会
で
あ
っ
た
。

長
野
県
仏
教
徒
会
議

家
庭
教
化
運
動
を
推
進

長
野
県
仏
教
会
（
三
浦
義
薫
会
長
）
で
は
、

第
二
十
六
回
長
野
県
仏
教
徒
大
会
を
、
上
伊
那

仏
教
会
（
内
藤
真
澄
会
長
）
の
協
力
に
よ
り
、

十
月
二
十
日
午
前
九
時
よ
り
、
駒
ケ
根
市
赤
穂

の
光
前
寺
を
会
場
に
開
催
し
た
。

　
古
い
歴
史
と
組
織
力
を
も
つ
県
仏
だ
け
に
、

　
高
野
山
の
冬
は
早
く
、
水
量
は
少
な
い
が

肌
を
さ
す
風
は
寒
気
を
も
よ
お
す
。
そ
う
し

た
中
で
行
な
わ
れ
る
滝
行
は
、
高
野
山
内
の

通
律
寺
（
真
別
処
）
に
お
け
る
真
言
宗
の
加

行
、
な
ら
び
に
三
事
勤
行
の
前
に
、
身
を
清

め
、
精
神
統
一
す
る
た
め
の
行
法
の
一
つ
と

し
て
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
厳
し
い
修
行
で
あ

る
。
ま
た
真
別
処
で
は
護
摩
修
行
な
ど
も
行

な
わ
れ
る
。

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
一
日
発
行

　
十
二
月
号
　
第
二
六
四
号

鰭
M
知
醐
繍
礒

そ
の
時
代
を
背
景
に
、
新
し
い
運
動
を
つ
ね
に

展
開
し
、
ま
た
家
庭
教
化
へ
の
歩
み
も
重
ね
て

い
る
。今
回
は
「
仏
教
徒
の
使
命
を
自
覚
し
、
永
遠

の
和
平
を
祈
っ
て
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
盛
大

に
開
催
さ
れ
、
第
一
部
の
法
要
は
三
浦
会
長
の

導
師
の
も
と
厳
修
さ
れ
、
第
二
部
の
総
会
で
は

三
浦
県
仏
会
長
、
地
元
の
内
藤
会
長
挨
拶
の
あ

と
全
仏
の
勝
部
組
織
局
長
等
が
祝
辞
を
述
べ
、

議
長
団
の
選
出
が
行
な
わ
れ
た
。

　
議
事
と
し
て
、
①
家
庭
教
育
「
家
中
で
　
そ

ろ
っ
て
合
掌
い
た
だ
き
ま
す
」
、
②
「
環
境
美

化
運
動
」
「
よ
ご
す
ま
い
　
先
祖
の
残
し
た
　
こ

の
郷
土
」
、
③
仏
教
精
神
に
お
け
る
家
庭
教
育
、

④
世
界
平
和
、
祈
り
と
実
践
な
ど
が
提
案
さ
れ

た
。
こ
の
あ
と
清
興
と
し
て
駒
ケ
根
大
鼓
が
披

露
さ
れ
、
つ
づ
い
て
松
原
泰
道
師
の
「
人
間
で

あ
る
こ
と
」
と
題
す
る
記
念
講
演
が
あ
り
大
会

宣
言
文
の
発
表
な
ど
が
あ
り
、
有
意
義
に
終
了

し
た
。

◇
掲
◇
示
◇
板
◇

　
　
　
高
野
山
真
言
宗

　
▼
高
峰
秀
海
管
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
森

寛
紹
師
が
新
し
く
同
宗
管
長
、
金
剛
峯
寺
座
主

に
推
戴
さ
れ
た
。

　
　
　
真
言
宗
豊
山
派

　
▼
川
田
聖
見
管
長
の
任
期
満
了
に
つ
き
、
築

山
定
誉
師
が
新
し
い
管
長
に
推
戴
さ
れ
、
ま
た

総
本
山
長
谷
寺
の
法
灯
を
継
承
し
た
。

　
　
　
日
　
蓮
　
宗

　
▼
松
村
寿
顕
宗
務
総
長
の
退
任
に
伴
い
、
新

し
く
塩
田
義
朗
師
を
選
出
し
た
。
な
お
全
仏
の

加
藤
総
務
局
長
は
、
同
宗
総
合
企
画
部
長
と
し

発
行
所
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

て
内
局
入
り
し
た
。

　
　
　
京
都
府
仏
教
会

　
▼
京
都
府
仏
の
事
務
所
が
左
記
に
移
転
し
ま

し
た
。
（
京
都
市
仏
も
同
じ
）

　
【
新
事
務
所
】
京
都
市
左
京
区
聖
護
院
中
町

十
五
聖
護
院
内
、
電
京
都
七
五
一
－
六
九
八
八

　
　
　
東
京
都
仏
教
連
合
会

　
▼
立
仏
で
は
、
＋
二
月
八
日
午
後
一
時
よ
り

新
宿
・
紀
ノ
国
屋
ホ
ー
ル
に
て
“
成
道
会
の
集

い
”
を
開
催
す
る
。
式
典
、
裏
話
、
映
画
（
ゴ

ー
タ
マ
と
い
う
男
一
仏
陀
の
生
涯
）
な
ど
。

…
事
務
総
局
録
事
（
＋
一
旦
…

十十十十
ニーニー十六一・
日日日日日日日

三
十
日

第
二
十
七
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

同
和
特
別
委
員
会

局
内
会
議

理
事
会
・
評
議
員
会

長
谷
寺
晋
山
些
些
席

W
F
8
日
本
代
表
団
出
発

第
十
三
回
W
F
B
タ
イ
大
会
（
バ

ン
コ
ク
他
、
二
十
九
日
ま
で
）

W
F
B
日
本
代
表
帰
国

お
こ
と
わ
り

一8一

　
昭
和
五
十
六
年
置
の
「
全
仏
手
帳
」
の

発
行
に
際
し
ま
し
て
は
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
す
べ
て
売
り
つ
く

し
ま
し
た
の
で
申
し
込
み
は
締
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
許
容
下
さ
い
。

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
十
三

電
話
〇
三
（
四
二
七
）
九
二
七
五


